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令和４年度「全国学力・学習状況調査」結果の概要について（お知らせ） 

 

 令和４年度全国学力・学習状況調査の結果が文部科学省から公表されましたので、その結果をも

とに本校の結果について分析をしました。結果の概要についてお知らせします。 

 なお、以下に示す内容は学力の特定の一部分であること、また、学校における教育活動の一側面

であることを御理解くださいますようお願いします。 

 

１ 令和４年度全国学力・学習状況調査について 

 令和４年４月１９日、下記のような内容で全国一斉に中学校３年生を対象として実施されまし

た。調査内容は、次のとおりです。 

(1) 教科に関する調査（国語、数学、理科） 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において

不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

② 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て

実践し評価・改善する力等 

調査問題では、①と②が一体的に問われています。 

(2) 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関して調査されています。 

 

２ 教科に関する調査結果から全国平均正答率と比較して見える本校生徒の姿 

(1)国語について 

 全体の平均正答率は、全国の平均正答率を下回っていました。 

・評価の観点については、「知識・技能」「思考・判断・表現」ともに、全国の平均正答率   

を下回っていました。 

・場面の展開や登場人物の心情の変化などについて、描写を基に捉える問題については、全  

国の平均を上回っており、定着がうかがえました。 

 (2)数学について 

・全体の平均正答率は、全国の平均正答率を大きく下回っていました。 

・評価の観点については、「知識・技能」「思考・判断・表現」ともに、全国の平均正答率 

 を下回っていました。 

・箱ひげ図の箱が示す区間に含まれているデータの個数と散らばりの程度について、分布の  

状況を読み取る問題については、全国の平均を上回っており、定着がうかがえました。 

(3)理科について 

 ・全体の平均正答率は、全国の平均正答率を下回っていました。 

・評価の観点については、「知識・技能」「思考・判断・表現」ともに、全国の平均正答率   

を下回っていました。 

   ・百葉箱の観測データを天気図に関連付けて、気圧、気温、湿度の変化のグラフから読み取   

り、天気の変化を分析する問題については、全国の平均を大きく上回っており、定着がう 

かがえました。 

 

 



３ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査結果から見える本校生徒の姿 

主な項目について、全国との比較は次のとおりです。 

番号 項  目 本校(%) 全国(%) 

１ 自分には、よいところがあると思いますか。 75.5 78.5 

２ 将来の夢や目標を持っていますか。 62.7 67.3 

３ 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。 41.7 40.7 

４ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 95.6 95.0 

５ 朝食を毎日食べていますか。 94.6 91.9 

６ 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。 81.9 79.9 

７ 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。 93.1 92.2 

８ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 97.5 96.4 

９ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 75.0 76.9 

１０ 

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれく

らいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に

教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む） 

※2時間以上と答えた生徒の割合 

22.1 35.2 

１１ 

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、1日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている

時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む） 

※2時間以上と答えた生徒の割合 

14.8 20.6 

 １番～４番から、自分の将来に夢や目標をもち、地域や社会に貢献しようとしているも

のの、自尊感情がやや低い傾向がうかがえます。 

 ５番～７番から、起床や就寝、朝食の摂取状況など、全国の割合を上回っており、基本的

な生活習慣が確立している様子がうかがえます。 

 ８番、９番から、違いを受け入れていじめを許さないという生徒の割合は、全国の割合と

同程度であることが分かります。 

 １０番、１１番から、家庭で２時間以上学習している生徒の割合が、全国の割合を大きく

下まわっていることが分かります。 

 

４ 今後の改善策（生徒の力をさらに伸ばすために） 

 すべての教科で、知識・技能の習得と教科の特質に応じた思考力・判断力・表現力の育成をめ

ざした授業改善に努めます。 

 ３年生では放課後の時間に、週に２回、外部講師による英語と数学の補習授業を行い、基礎・

基本の定着に力を入れます。 

 １時間の授業の流れを統一し、電子黒板やタブレット PC などの ICT 機器の利活用を図り、授

業のユニバーサルデザイン化に取り組みます。 

 その他に、ご家庭でも次のようなことに心がけてください。 

１ 土日を含め、家庭での学習時間の確保に取り組みましょう。 

 ◎学習する時間帯、場所と内容を自分で決め、机につく学習習慣を身に付けさせましょう。 

 ◎SNSやインターネットなどを利用する時間は、親子で利用時間を決め、守らせましょう。 

２ お子さんとのコミュニケーションの時間をもちましょう。 

 ◎学校での出来事や読んでいる本の内容等、お子さんと話をしましょう。 

３ がんばっていることやよくできたことを認めて、お子さんの自尊感情を高めましょう。 

 ◎お子さんの努力やがんばりを具体的に認め、励ますことで、やる気を育てましょう。 

 


